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船舶事故調査報告書 

 

                                平成２４年７月５日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（養殖施設） 

発生日時 不明（平成２２年１１月２５日 ２１時３０分ごろ） 

発生場所 兵庫県姫路市姫路港網干
あぼし

第２区、姫路市網干浜南方沖 

姫路市所在の網干防波堤灯台から真方位１８９°８９０ｍ付近 

（概位 北緯３４°４５.７′ 東経１３４°３６.３′） 

事故調査の経過 平成２３年１月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 第十一幸
こう

徳
とく

丸、１９９トン 

１３２９６９、個人所有 

３２.９６ｍ（Lr）×８.８０ｍ×３.１０ｍ、鋼 

ディーゼル機関、６２６kＷ、平成４年１１月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６７歳 

五級海技士(航海) 

免 許 年 月 日 昭和３８年１０月２５日 

免 状 交 付 年 月 日 平成１９年３月２日 

免状有効期間満了日 平成２４年３月２２日 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 船首部に擦過傷 

養殖施設 養殖施設（かきいかだ）が損壊 

 事故の経過 

 

本船は、船長及び機関長が乗り組み、船長が、操船に当たり、機関長を

見張りに就け、姫路港を同港網干第１区の吉
き

美
び

岸壁に向けて航行した。 

船長は、網干浜の東側にある網干防波堤と西浜化学岸壁との間の水路に

向けて北北東進中、平成２２年１１月２５日２１時３０分ごろ、網干浜の

南方において、左舷船首方に緑色灯光と右舷船首方に赤色灯光のほか、右

舷前方に３個の白色点滅灯を視認し、白色点滅灯は漁具の標識灯と思い、

微速力前進の約２～３ノットに減速して航行した。 

船長は、目視による見張りで航行を続け、２１時５０分ごろ吉美岸壁に

着岸したが、航行中に衝撃は感じなかった。 

地元漁業関係者は、船舶が養殖施設内に進入したのを目撃したので漁業

協同組合に連絡し、同組合では、翌２６日養殖施設が損壊していることを

確認したのち、海上保安部に通報した。 

船長は、後日、海上保安官による本船の実況見分などが行われた結果、

本船が網干浜南方沖において養殖施設に衝突したことを知った。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期 
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 その他の事項 本船は、スクラップ約２８０ｔを積載し、喫水は、船首約１.６０ｍ、船

尾約２.７０ｍであった。 

船長は、本事故発生海域を航行するのは初めてであり、養殖施設が存在

していることを知らなかった。 

本船のレーダーは、本事故当時、作動中であった。 

網干浜の南東側には、約２５年前から養殖施設が設置されており、約５

００ｍ四方の区画の東側及び南側の計６か所に標識灯（白色点滅灯）が設

置されていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

本船は、姫路港を北北東進中、船長が、視認し

た標識灯を漁具のものと思い込み、減速したもの

の、目視による見張りを行っていたことから、養

殖施設が存在していることに気付かず、同施設に

向けて航行し、同施設に衝突したものと考えられ

る。 

船長は、本事故発生海域を航行するのは初めて

であり、本海域に養殖施設が設置されていること

を知らなかったものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、姫路港を北北東進中、船長が、視認した標識

灯を漁具のものと思い込み、減速したものの、目視による見張りを行って

いたため、養殖施設が存在していることに気付かず、同施設に向けて航行

し、同施設に衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・夜間航海においては、目視による見張りだけでなく、レーダーを有効

に活用し、常時適切な見張りを行うこと。 

・初めての海域を航行する場合には、養殖施設や漁具などの設置状況を

調査しておくこと。 

 




